
厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患政策研究事業 

 

アミロイドーシスに関する調査研究 

 

 

令和２年度 総括研究報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究代表者 内 木 宏 延 

 

令和 3（2021）年 5月 



目 次 

 

[Ⅰ] 総括研究報告 

アミロイドーシスに関する調査研究 ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯  1 

研究代表者 内 木 宏 延 

 

[Ⅱ] 研究成果の刊行に関する一覧表  

書籍 ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 22 

雑誌 ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 24 

 



令和 2 年度 総括研究報告書 

- 1 - 

 

 

厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金 （ 難 治 性 疾 患 政 策 研 究 事 業 ） 

アミロイドーシスに関する調査研究班 総括研究報告書 

 

アミロイドーシスに関する調査研究 

 

研究代表者 内木 宏延 福井大学学術研究院医学系部門 分子病理学分野 教授 

 

研究要旨 われわれは令和 2～4 年度に及ぶ本研究計画で、(1) 病理コンサルテーション体制を中心とす

るアミロイドーシスの総合的診断体制を運用・発展させること、(2) 上記診断基準に基づき、令和 3 年

度に予定されている次回難病法改正にあわせ臨床調査個人票を改訂すること、(3) 各病型診療ガイドラ

イン・ケアマニュアルと共に、新規重症度分類を作成すること、(4) 関連学会と連携して AMED 難病プ

ラットフォームによるレジストリ研究を実施し、データを用いた疫学研究等を実施すること、(5) 非専

門医向けセミナーや患者向けの公開講座等、アミロイドーシスの啓発活動を随時実施することの 5 項目

を目指す。今年度の成果を上記目的の番号と対応させて記す。(1) 全国 7 施設でカスタム抗体を共有し、

コンサルテーション体制を運用した。昨年度集計後の 1 年間で 1292 件のコンサルテーションを受け付

け、1054 件の病型を確定した。月平均コンサルテーション件数も、昨年度集計時と比べ 1.9 倍に増加し

た。(2) 昨年度、全身性アミロイドーシス改定診断基準を作成し、関連学会の承認を得た。これを基に

12 月 9 日、『通知の変更に関する調査票』を提出した。(3) 日本腎臓学会の承認を得て『腎アミロイドー

シスガイドライン 2020』を公表した。また、日本循環器学会が中心となり、われわれ研究班も参加して、

『JCS 2020 Guideline on Diagnosis and Treatment of Cardiac Amyloidosis』を出版した。(4) 4 月 1 日より『オ

ールジャパンで行う全身性アミロイドーシスコホート研究』を開始した。登録開始以来、AL アミロイ

ドーシス 13 症例、ATTRv アミロイドーシス 45 症例、ATTRwt アミロイドーシス 286 症例、計 344 症例

の登録を終えた。本研究の一部として、トランスサイレチン型心アミロイドーシスに対するビンダケル

処方患者のコホート研究を日本循環器学会と共に実施しており、日本循環器学会認定 79 施設が参加し

た。(5) 熊本大学神経内科（植田光晴教授）が中心となり、熊本にて「道しるべの会」（FAP 家族性アミ

ロイドポリニューロパチー患者・家族会）総会・講演会（8 月 2 日、患者、家族 19 名を含む総数 39 名

参加）をウェブ開催した。 

 

研究分担者 

安東由喜雄 長崎国際大学薬学部アミロイドーシ

ス病態解析学分野 教授 

山田正仁   金沢大学医薬保健研究域医学系脳老

化・神経病態学（脳神経内科学）教

授 

関島良樹   信州大学医学部内科学第三教室（脳 

神経内科、リウマチ・膠原病内科） 

教授 

植田光晴   熊本大学大学院生命科学研究部脳・ 

神経内科学分野脳神経内科学講座  

教授 

島崎千尋   独立行政法人地域医療機能推進機構 

京都鞍馬口医療センター血液内科  

院長 

畑 裕之   熊本大学大学院生命科学研究部先端 

生命医療科学部門医療技術科学講座 

生体情報解析学 教授 

飯田真介   名古屋市立大学大学院医学研究科生

体総合医療学講座血液・腫瘍内科学

分野学講座 教授 

小池春樹   名古屋大学大学院医学系研究科総合 

医学専攻脳神経病態制御学講座神経 

内科学 准教授 

西 愼一   神戸大学大学院医学研究科内科学講 

座腎臓・免疫内科学分野腎臓内科学 
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部門 教授 

重松 隆   和歌山県立医科大学医学部腎臓内科

学講座 教授 

星野純一   虎の門病院腎センター内科 部長 

山田俊幸   自治医科大学医学部臨床検査医学講 

座 教授 

奥田恭章   道後温泉病院内科 院長 

小野賢二郎 昭和大学医学部内科学講座脳神経内 

科学部門 教授 

北岡裕章  高知大学教育研究部医療学系臨床医

学部門老年病・循環器内科学 教授 

田原宣広   久留米大学医学部循環器病センター

内科学講座（心臓・血管内科）  

教授 

遠藤 仁   慶應義塾大学医学部循環器内科学教

室 専任講師 

大橋健一   横浜市立大学大学院医学研究科病態

病理学講座/附属病院病理診断科病

理部 客員教授 

畠山金太   国立循環器病研究センター病理部病 

理診断科 部長 

 

 

A. 研究目的 

われわれは令和 2～4 年度に及ぶ本研究計画で、

(1) 病理コンサルテーション体制を中心とするア

ミロイドーシスの総合的診断体制を運用・発展さ

せること、(2) 上記診断基準に基づき、令和 3 年

度に予定されている次回難病法改正にあわせ臨

床調査個人票を改訂すること、(3) 各病型診療ガ

イドライン・ケアマニュアルと共に、新規重症度

分類を作成すること、(4) 関連学会と連携して

AMED 難病プラットフォームによるレジストリ

研究を実施し、データを用いた疫学研究等を実施

すること、(5) 非専門医向けセミナーや患者向け

の公開講座等、アミロイドーシスの啓発活動を随

時実施することの 5 項目を目指す。 

本研究計画は、「難病の患者に対する医療等に

関する法律」（難病法）の求める以下の課題を直

接解決するものであり、厚生労働行政の施策に直

接活用できる成果を期待できると考える。(a) 病

理コンサルテーション体制を中心とするアミロ

イドーシスの総合的診断体制の運用により、正確

な早期診断や、適切な施設での各病型に応じた最

新の診療が可能になる。(b) 臨床調査個人票の改

訂により、指定難病患者の認定を明確かつ容易に

実施できる様になる。(c) アミロイドーシス診断

基準・重症度分類・診療ガイドライン等の公表に

より、アミロイドーシス医療の水準向上（均てん

化）に資することが出来る。(d) 難病プラットフ

ォームによるレジストリ研究により、新規に発症

するアミロイドーシス患者の実態・予後を正確に

把握でき、難病政策を始め、新薬の薬価改定等の

基礎資料を提供できる。(e) 関連学会との連携体

制を構築し、アミロイドーシスの疾患概念、早期

診断、および最新の治療に関し、関連学会や非専

門医、患者、一般国民への普及・啓発を推進でき

る。(f) アミロイドーシス患者ケアマニュアルの

作成等により、患者の療養生活環境整備や QOL

向上に資する事ができる。 

 

B. 研究方法 

【項目番号は研究の目的に対応】(1)～(4)の各項

目は、第 1 回研究班会議（2020 年 9 月 18 日、ウ

ェブ開催）、第 2 回研究班会議（2021 年 3 月 19 日、

ウェブ開催）、および各 WG で随時開催するウェ

ブ会議で議論・決定した。(5)は研究分担者の安東、

植田を中心に実施した。 

 

（倫理面への配慮） 

(1)に関し、個人情報保護には細心の注意を払っ

た。また、オプトアウトにより対象患者に研究不

参加の機会を与えた。福井大学医学系研究倫理審

査委員会で「病理検体のアミロイドーシス病型診

断コンサルテーション体制の構築」の受審・承認

を得た（平成 29 年 12 月 15 日）。これを基に病理

WG 各施設で順次倫理審査を受審し承認を得た。

本コンサルテーション体制の精度管理を行うた

め、われわれは診断総数及び各病型症例数（免疫

染色で確定できずプロテオーム解析を実施した

症例を含む）のみ集計した。このためコンサルテ

ーション依頼施設での倫理審査は要求しなかっ

た。(4)に関し、京都大学医の倫理審査委員会で中

央倫理審査を受審し承認を得た（2019 年 11 月 21

日）。 
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C. 研究結果 

【項目番号は研究の目的に対応】(1) 全国 7 施設

（福井、東京医科歯科、慶應、信州、国立循環器

病センター、山口、熊本）でカスタム抗体を共有

し、コンサルテーション体制を運用した。昨年度

集計後の 1年間で 1292件のコンサルテーションを

受け付け、1054 件の病型を確定した。月平均コン

サルテーション件数も、昨年度集計時と比べ 1.9

倍に増加した。 

(2) 昨年度、全身性アミロイドーシス改定診断基

準を作成し、日本腎臓学会、日本アミロイドーシ

ス学会、日本神経学会、日本血液学会、日本循環

器学会の承認を得た。これを基に 12 月 9 日、『通

知の変更に関する調査票』を提出した。 

(3) 7 月 31 日、日本腎臓学会の承認を得て『腎ア

ミロイドーシスガイドライン 2020』を公表した。

また、日本循環器学会が中心となり、われわれ研

究班も参加して、『JCS 2020 Guideline on Diagnosis 

and Treatment of Cardiac Amyloidosis』を 8 月 21 日

に出版した。 

(4) 4 月 1 日より『オールジャパンで行う全身性ア

ミロイドーシスコホート研究』を開始した。登録

開始以来、AL アミロイドーシス 13 症例、ATTRv

アミロイドーシス 45 症例、ATTRwt アミロイドー

シス 286 症例、計 344 症例の登録を終えた。本研

究の一部として、トランスサイレチン型心アミロ

イドーシスに対するビンダケル処方患者のコホー

ト研究を日本循環器学会と共に実施しており、8

月現在、日本循環器学会認定 79 施設が参加した。 

(5) 熊本大学神経内科（植田光晴教授）が中心

となり、熊本にて「道しるべの会」（FAP家族性ア

ミロイドポリニューロパチー患者・家族会）総会・

講演会（8月2日、患者、家族19名を含む総数39名

参加）をウェブ開催した。 

 

D. 考察 

(1) われわれの体制は、全国の新規患者を網羅し

た悉皆性の高いコンサルテーション体制であると

判断できる。来年度、新たに日本医科大学、京都

府立医科大学を担当施設に加え、体制の安定化と

次世代育成に努める。 

(2) 来年度、指定難病検討委員会での承認を基に、

『概要、診断基準等』及び『臨床調査個人票』を

改訂する。 

(4) 来年度、日本血液学会の協力を得、悉皆性

の高い全身性 AL アミロイドーシス患者コホート

研究を立ち上げる予定である。 

 

E. 結論 

全国 7 施設でカスタム抗体を共有し、コンサル

テーション体制を運用した。昨年度作成した全身

性アミロイドーシス改定診断基準を基に『通知の

変更に関する調査票』を提出した。日本腎臓学会

の承認を得て『腎アミロイドーシスガイドライン

2020』を公表した。また、日本循環器学会が中心

となり、われわれ研究班も参加して、『JCS 2020 

Guideline on Diagnosis and Treatment of Cardiac 

Amyloidosis』を出版した。『オールジャパンで行

う全身性アミロイドーシスコホート研究』を開始

した。本研究の一部として、トランスサイレチン

型心アミロイドーシスに対するビンダケル処方

患者のコホート研究を日本循環器学会と共に実

施した。熊本大学神経内科（植田光晴教授）が中

心となり、熊本にて「道しるべの会」（FAP 家族

性アミロイドポリニューロパチー患者・家族会）

総会・講演会をウェブ開催した。 

 

F. 健康危険情報 

該当なし。 
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681-686, 2020. 

17) 緒方 詔子, 田原 宣広, 戸次 宗久, 杦山 陽一, 

本多 亮博, 福本 義弘. 数年の経過で心機能障害

が悪化した高齢男性. Heart View11 月増刊号 

24(12): 111-118, 2020. 

18) 田原 宣広, 緒方 詔子, 戸次 宗久, 杦山 陽一, 

本多 亮博, 福本 義弘. 心アミロイドーシス診療

における 99mTc ピロリン酸心筋シンチグラフィの

位置づけ. Heart View 24(11): 22-27, 2020. 

19) 田原 宣広, 田原 敦子, 戸次 宗久, 杦山 陽一,  

緒方 詔子,  本多 亮博, 福本 義弘, 山岸 昌一. 終

末糖化産物と心血管代謝病. The Lipid 31(2): 29-35, 

2020. 

20) 田原 宣広, 前田(緒方)詔子, 福本 義弘. ビン

ダケル® (タファミジスメグルミン). 診断と治療 

108(3): 395-401, 2020. 

 

遠藤 仁 

1) Endo J. The true population and diversity of ATTR 

cardiac amyloidosis revealed by new diagnostic tools. 

J Cardiol 75: 10-11, 2020. 

2) Hiraide T, Kataoka M, Suzuki H, Aimi Y, Chiba T, 

Isobe S, Katsumata Y, Goto S, Kanekura K, Yamada Y, 

Moriyama H, Kitakata H, Endo J, Yuasa S, Arai Y, 

Hirose N, Satoh T, Hakamata Y, Sano M, Gamou S, 

Kosaki K, Fukuda K. Poor outcomes in carriers of the 

RNF213 variant (p.Arg4810Lys) with pulmonary 

arterial hypertension. J Heart Lung Transplant 39: 

103-112, 2020. 

3) Endo J, Sano M, Izumiya Y, Tsujita K, Nakamura K, 

Tahara N, Kuwahara K, Inomata T, Ueda M, Sekijima 

Y, Ando Y, Tsutsui H, Isobe M, Fukuda K. A Statement 

on the Appropriate Administration of Tafamidis in 

Patients With Transthyretin Cardiac Amyloidosis. Circ 

J 84: 15-17, 2020. 

4) Yamashita K, Ito K, Endo J, Matsuhashi T, 

Katsumata Y, Yamamoto T, Shirakawa K, Isobe S, 

Kataoka M, Yoshida N, Goto S, Moriyama H, Kitakata 

H, Mitani F, Fukuda K, Goda N, Ichihara A, Sano M. 

Adrenal cortex hypoxia modulates aldosterone 

production in heart failure. Biochem Biophys Res 

Commun 524: 184-189, 2020. 

5) Tamura T, Sano M, Matsuoka T, Yoshizawa J, 

Yamamoto R, Katsumata Y, Endo J, Homma K, 

Kajimura M, Suzuki M, Kobayashi E, Sasaki J. 

Hydrogen Gas Inhalation Attenuates Endothelial 

Glycocalyx Damage and Stabilizes Hemodynamics in 

a Rat Hemorrhagic Shock Model. Shock 54: 377-385, 

2020. 

6) Yamamoto T, Endo J, Kataoka M, Matsuhashi T, 

Katsumata Y, Shirakawa K, Isobe S, Moriyama H, 

Goto S, Shimanaka Y, Kono N, Arai H, Shinmura K, 

Fukuda K, Sano M. Palmitate induces cardiomyocyte 

death via inositol requiring enzyme-1 (IRE1)-mediated 

signaling independent of X-box binding protein 1 

(XBP1). Biochem Biophys Res Commun 526: 122-127, 

2020. 

7) Shirakawa K, Endo J, Kataoka M, Katsumata Y, 

Anzai A, Moriyama H, Kitakata H, Hiraide T, Ko S, 

Goto S, Ichihara G, Fukuda K, Minamino T, Sano M. 

MerTK Expression and ERK Activation Are Essential 

for the Functional Maturation of 

Osteopontin-Producing Reparative Macrophages After 

Myocardial Infarction. J Am Heart Assoc.9: e017071, 

2020. 

8) Kitaoka H, Izumi C, Izumiya Y, Inomata T, Ueda M, 

Kubo T, Koyama J, Sano M, Sekijima Y, Tahara N, 

Tsukada N, Tsujita K, Tsutsui H, Tomita T, Amano M, 
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Endo J, Okada A, Oda S, Takashio S, Baba Y, Misumi 

Y, Yazaki M, Anzai T, Ando Y, Isobe M, Kimura T, 

Fukuda K. Japanese Circulation Society Joint Working 

Group. JCS 2020 Guideline on Diagnosis and 

Treatment of Cardiac Amyloidosis. Circ J 84: 

1610-1671, 2020. 

9) Tsugu T, Kawakami T, Kataoka M, Endo J, Kohno T, 

Itabashi Y, Fukuda K, Murata M. Preoperative right 

ventricular strain predicts sustained right ventricular 

dysfunction after balloon pulmonary angioplasty in 

patients with chronic thromboembolic pulmonary 

hypertension. Echocardiography 37: 2040-2047, 2020. 

10) Moriyama H, Kawakami T, Kataoka M, Hiraide T, 

Kimura M, Endo J, Kohno T, Itabashi Y, Seo Y, 

Fukuda K, Murata M. Regional Right Ventricular 

Abnormalities Implicate Distinct Pathophysiological 

Conditions in Patients With Chronic Thromboembolic 

Pulmonary Hypertension. J Am Heart Assoc 9: 

e018096, 2020. 

11) 守山 英則, 遠藤 仁. 肺高血圧に対する治療

標的としての機能性脂質. The Lipids 31(1): 28-33, 

2020. 

12) 遠藤 仁. アミロイドーシス診療アルゴリズム. 

Heart View 24(11): 1100-1103, 2020. 

13) 遠藤 仁: 心臓アミロイドーシス. ザ・ベーシ

ックメソッド 心不全薬物治療. 209-214, 2021. 

 

大橋健一 

1) Ogawa M, Shintani-Domoto Y, Nagashima Y, Ode 

KL, Sato A, Shimizu Y, Ohashi K, Roehrl MHA, 

Ushiku T, Ueda HR, Fukayama M. Mass 

spectrometry-based absolute quantification of amyloid 

proteins in pathology tissue specimens: Merits and 

limitations. PLoS One 15(7): e0235143, 2020. 

2) Toriu N, Sawa N, Hiramatsu R, Mizuno H, Ikuma 

D, Sekine A, Hayami N, Sumida K, Yamanouchi M, 

Hasegawa E, Hoshino J, Takaichi K, Wake A, Ohashi 

K, Fujii T, Ubara Y. Regression of renal amyloid 

deposits by VAD therapy plus autologous stem cell 

transplantation in a patient with primary AL 

amyloidosis. CEN case reports 9(1): 6-10, 2020. 

3) Inui K, Sawa N, Suwabe T, Mizuno H, Yamanouchi 

M, Hiramatsu R, Hayami N, Hoshino J, Kinowaki K, 

Fujii T, Ohashi K, Ubara Y. Long term administration 

of tocilizumab improves renal amyloid A (AA) 

amyloidosis deposition in Familial Mediterranean 

fever. Modern rheumatology case reports 4(2): 

310-311, 2020. 

 

2. 学会発表 

内木宏延 

1) Naiki H, Sekijima Y, Ueda M, Ohashi K, Hoshii Y, 

Shimoda M, Ando Y. Steep increase in the number of 

transthyretin-positive cardiac biopsy cases in Japan: 

data from the nation-wide pathology consultation 

system. ISA2020 XVII International symposium on 

amyloidosis, Tarragona, Spain, web, Sep 14-18, 2020. 

2) 武笠 結天, 梶田 遼, 韮澤 崇, Jean-Paul D H, 

Marion R, Patrick B, 植田 初江, 内木 宏延, 角田 

伸人, 池川 雅哉: 腎アミロイドーシスのパラフィ

ン包埋生検組織を対象とした MALDIイメージング

質量分析法とショットガンプロテオミクス法によ

る高深度プロテオーム解析. 第 45 回日本医用マス

スペクトル学会年会, オンライン開催, 9,18-19, 

2020. 

 

安東由喜雄 

1) Ando Y: Mechanisms and patterns of cardiac 

deposition in amyloidosis. ISA2020 International 

symposium on amyloidosis, Tarragona, Spain, web, 

Sep 14, 2020. 

2) Ando Y: Clinical features of polyneuropathy in 

hereditary amyloidosis. ISA2020 International 

symposium on amyloidosis, Tarragona, Spain, web, 

Sep 17, 2020. 

3) Ando Y: A Simple and useful score for ATTRv 

progression. Alnylam Kumamoto Scale Sweden, 

Sweden, web, Dec 3, 2020. 

4) 安東由喜雄: 21 世紀の疾患・ATTRv アミロイド

ーシス（FAP）最新の知見. 第 61 回日本神経学会

ランチョンセミナー, 岡山, web 開催, 8,31, 2020.  

5) 安東由喜雄: 遺伝性アミロイドポリニューロ

パチーの診断・病態解析・治療の実践と総合セン

ターの設立と運営. 第 61 回日本神経学会受賞者

講演, 岡山, web 開催, 9,1, 2020.  

6)安東由喜雄: ATTRv amyloidosis (TTR-FAP) 患者

https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%95%90%8A%7D%8C%8B%93V%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8A%81%93c%97%C9%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%94B%E0V%90%92%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5bDuong+van+HuyenJean-Paul%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5bRabantMarion%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5bRabantMarion%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5bBrunevalPatrick%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%90A%93c%8F%89%8D%5D%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%93%E0%96%D8%8DG%89%84%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8Ap%93c%90L%90l%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8Ap%93c%90L%90l%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%92r%90%EC%89%EB%8D%C6%5d/AU
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の最適な検査および薬物治療. Faizer medical 

Advisory Board Meeting, 熊本, Web 開催, 10,7, 

2020. 

 

山田正仁 

1) Yamada M. Transmission of Aβ pathology leading 

to early-onset cerebral amyloid angiopathy in humans. 

2nd AAT-AD/PD Focus Meeting 2020, Vienna (WEB), 

April 2-5, 2020. 

2) 坂井 健二, 植田 光晴, 福島 若葉, 玉岡 晃, 

東海林 幹夫, 安東 由喜雄, 山田 正仁: Headache 

and CAA-related intracerebral hemorrhage: a 

nationwide study in Japan. 第 61 回日本神経学会学

術大会, 岡山（現地・WEB）, 8,31-9,2, 2020. 

3) 坂井 健二, 山田 正仁: 脳アミロイドアンギオ

パチーにおける炎症と認知症. 第 32回日本神経免

疫学会学術集会, 金沢（WEB）, 10,1-2, 2020. 

4) 坂井 健二, 山田 正仁: 脳間質液の排出障害と

脳アミロイドアンギオパチー. 第 61回日本神経病

理学会総会学術研究会, 金沢（WEB）, 10,12-14, 

2020. 

5) 木村 篤史, 安本 太郎, 森 友紀子, 小口 達敬, 

海野 真一, 海野 麻未, 中村 史朗, 井上 富雄, 山

田 正仁, D.B.テプロフ, 辻󠄀 まゆみ, 小野 賢二郎, 

木内 祐二: ビタミン B12 は, アミロイドβオリゴ

マーによる神経毒性を抗酸化作用により抑制する. 

第 39 回日本認知症学会学術集会, 名古屋（現地・

WEB）, 11,26-28, 2020. 

6) 山田 正仁: アミロイド β 蛋白質のプリオン様

伝播. 第 35 回日本老年精神医学会, 鳥取（WEB）, 

12,20-22, 2020. 

 

関島良樹 

1) Sekijima Y: Red-flags for early diagnosis in 

hereditary ATTR Amyloidosis. XVII International 

Symposium on Amyloidosis (ISA2020), online, 

14-18,Sep, 2020. 

2) Takahashi Y, Sekijima Y: 11C-Pittsburgh 

compound B - PET imaging as a biomarker for 

ATTR-type cerebral amyloid angiopathy. XVII 

International Symposium on Amyloidosis (ISA2020), 

online, 14-18,Sep, 2020. 

3) Nakao S, Sekijima Y: Clinical characteristics of 

ATTR-type leptomeningeal Amyloidosis/cerebral 

amyloid angiopathy. XVII International Symposium 

on Amyloidosis (ISA2020), online, 14-18,Sep, 2020. 

4) Ohashi N, Sekijima Y: Electrophysiological features 

of hereditary ATTR Amyloidosis mimicking chronic 

inflammatory demyelinating polyneuropathy. XVII 

International Symposium on Amyloidosis (ISA2020), 

online, 14-18,Sep, 2020. 

5) Takasone K, Sekijima Y: Non-invasive diagnosis of 

cardiac Amyloidosis using amyloid imaging. XVII 

International Symposium on Amyloidosis (ISA2020), 

online, 14-18,Sep, 2020. 

6) Katoh N, Sekijima Y: Bortezomib neuropathy: 

Clinical and electrophysiological features and its 

predictive factor. XVII International Symposium on 

Amyloidosis (ISA2020), online, 14-18,Sep, 2020.  

7) 関島 良樹: 全身性アミロイドーシス治療の最

近の進歩－蛋白質天然構造の安定化から核酸医

薬まで－. 第 5 回 JCVA 学術集会, オンライン開

催, 6,20-21, 2020. 

8) 関島 良樹: 遺伝性神経疾患の発症前診断と遺

伝カウンセリング ～家族性アミロイドポリニュ

ーロパチーを中心に～. 第 44回日本遺伝カウンセ

リング学会,オンライン開催, 7,3-5 , 2020. 

9) 関島 良樹: siRNAによる遺伝性ATTRアミロイ

ドーシスの最新治療と非集積地での診断. 第 61 回

日本神経学会学術大会, 岡山コンベンションセン

ター（ハイブリット開催）, 8,31-9,2, 2020. 

10) 高曽 根健, 関島 良樹 他: アミロイドイメー

ジングを用いた全身性アミロイドーシスの非侵襲

的診断. 第 61 回日本神経学会学術大会, 岡山コン

ベンションセンター（ハイブリット開催）, 8,31-9,2, 

2020. 

11) 中藤 清志, 関島 良樹 他: 野生型 ATTR アミ

ロイドーシス患者における神経所見の特徴. 第 61

回日本神経学会学術大会, 岡山コンベンションセ

ンター（ハイブリット開催）, 8,31-9,2, 2020. 

12) 髙橋 佑介, 関島 良樹: 遺伝性 ATTR アミロ

イドーシス患者における脳 PiB‐PET 所見の経時的

変化の検討. 第 61 回日本神経学会学術大会, 岡山

コンベンションセンター（ハイブリット開催）, 

8,31-9,2, 2020. 
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13) 関島 良樹: 遺伝性 ATTR アミロイドーシス

（FAP）を見逃すな！－手根管症候群は重要なサ

イン－. 第 31 回日本末梢神経学会学術集会,オン

ライン開催, 9,11-10,12, 2020. 

14) 加藤 修明, 関島 良樹 他: 診断組織部位別ア

ミロイドーシス症型の検討～連続 729 例のアミロ

イドーシス診断実績. 第 31 回日本末梢神経学会学

術集会, オンライン開催, 9,11-10,12, 2020. 

15) 小平 農, 関島 良樹 他: 44 歳で両側手根管症

候群を発症、長期経過観察で心アミロイドーシス

を発症した野生型ATTRアミロイドーシスの１例. 

第 31 回日本末梢神経学会学術集会,オンライン開

催, 9,11-10,12, 2020. 

16) 中藤 清志, 関島 良樹 他: 野生型 ATTR アミ

ロイドーシス患者における神経所見の特徴. 第 31

回日本末梢神経学会学術集会, オンライン開催, 

9,11-10,12, 2020. 

17) 髙橋 佑介, 近藤 恭史, 加藤 修明, 関島 良

樹: 原発性全身性 AL アミロイドーシスと野生型

ATTR アミロイドーシスを合併した 81 歳男性例. 

第 147 回内科学会信越地方会, 松本, 10,4, 2020. 

18) 関島 良樹: トランスサイレチン型家族性アミ

ロイドポリニューロパチーにおけるパチシランの

心臓への長期安全性統合解析. 第 24 回日経験. 第

38 回日本神経治療学会学術集会, 東京（ハイブリ

ット開催）, 10,28-30, 2020. 

19) 関島 良樹: 病態形成から考える siRNA によ

る治療意義. 第 38 回日本神経治療学会学術集会,

東京（ハイブリット開催）, 10.28-30, 2020. 

20) 高橋 祐介, 関島 良樹 他: パチシランを用い

た遺伝性 ATTR アミロイドーシスに対する治療経

験. 第 38 回日本神経治療学会学術集会,東京（ハイ

ブリット開催）, 10,28-30, 2020. 

21) 関島 良樹: 核酸医薬を用いた遺伝性 ATTR ア

ミロイドーシス治療. 第 73 回日本自律神経学会総

会,オンライン開催, 11,20-21, 2020. 

22) 関島 良樹: 核酸医薬を用いたトランスサイレ

チン型アミロイドーシス治療. 第 39回日本認知症

学会学術集会, 名古屋（ハイブリット開催）, 

11.26-28, 2020. 

23) 関島 良樹: 核酸医薬による ATTR アミロイド

ース治療の最前線 －実臨床における有効性と今

後の展望－. 核酸医薬シンポジウム 2020, オンラ

イン開催, 11,30-12,1, 2020. 

 

植田光晴 

1) 植田 光晴: 遺伝性 ATTR アミロイドーシス治

療の現状と展望. シンポジウム「チャレンジ！ 遺

伝性末梢神経疾患治療」. 第 38 回日本神経治療学

会学術集会, Oct 28-30, 2020, 東京（online）. 

2) Ueda M, Adams D, Gonzalez-Duarte A, Mauricio 

E, Brannagan T, Coelho T, Wixner J, Schmidt H, 

Berber M, Sweetser M, White M, Wang J.J, 

Polydefkis M. Global Open-label Extension: 

24-month Data of Patisiran in Patients with hATTR 

Amyloidosis. 第 38 回日本神経治療学会学術集会, 

Oct 28-30, 2020, 東京（online）. 

3) Ueda M, Okada M, Mizuguchi M, 

Kluve-Beckerman B, Isoguchi A, Misumi Y, Tasaki 

M, Masuda T, Inoue Y, Nomura T, Obayashi K, 

Yamashita T, Benson M, Ando Y. Development of 

amyloid disruptors for ATTR amyloidosis. XVII 

International Symposium on Amyloidosis. September 

14-18, 2020, Tarragona, Spain (online event). 

 

島崎千尋 

1) Fuchida S, Ide D, Matsui S, Hatsuse M, Murakami 

S, Shimazaki C. Characteristics of patients with AL 

amyloidosis and low dFLC at diagnosis treated in our 

hospital. 第 82 回日本血液学会学術集会, オンライ

ン開催, 10,10-11,8, 2020. 

 

畑 裕之 

1) Kushima S, Kawano Y, Sasano T, Matsuoka M, 

Hata H. Multiple myeloma cell death by 

CD38-NADase inhibition. The 82th Annual Meeting 

of Japanese Society of Hematology, オンライン開催

10/10-11/8, 2020. 

2) Kamiya C, Kawano Y, Yamamura R, Tokunaga K, 

Nakajima M, Hata H, Matsuoka M. A case of sporadic 

late-onset nemaline myopathy associated with multiple 

myeloma. The 82th Annual Meeting of Japanese 

Society of Hematology, オンライン開催, 10,10-11,8, 

2020. 
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飯田真介 

1) 飯田 真介: シンポジウム 2. 3 多発性骨髄腫の

治療. 第 21 回日本検査血液学会学術総会, オンラ

イン開催, 7, 11-12, 2020. 

2) 飯田 真介: シンポジウム 15. 造血器疾患から

みた OncoNephrology: 血液内科と腎臓内科の立場

から 4 多発性骨髄腫における腎障害の鑑別と治

療. 第 63 回日本腎臓学会学術総会, オンライン開

催, 8, 19-21, 2020. 

3) 飯田 真介: シンポジウム 29. 造血器腫瘍に対

する ADC. SY29-5 Development of antibody drug 

conjugates in multiple myeloma. 第 18回日本臨床腫

瘍学会学術総会, オンライン開催, 2,18-21, 2021. 

 

小池春樹 

1) 小池 春樹: 免疫性ニューロパチーの超微細形

態学. 第 31回日本末梢神経学会学術集会, オンラ

イン開催, 9,11-12, 2020. 

2) 小池 春樹: 純粋自律神経不全症型のレビー小

体病と免疫介在性自律神経ニューロパチー. 第 73

回日本自律神経学会総会, 千葉, 11,20-21, 2020. 

3) 小池 春樹: ギラン・バレー症候群と CIDPにお

ける新規自己抗体とミエリンの超微細構造. 第 50

回日本臨床神経生理学会学術大会, 京都, 11,26-28, 

2020. 

4) Fukami Y, Iijima M, Koike H, Hashizume A, 

Katsuno M: Association of serum neurofilament light 

chain levels with clinicopathology and NF155 

autoantibodies in patients with CIDP. 2020 Peripheral 

Nerve Society Annual Meeting, オンライン開催, 

27-30, 2020. 

 

重松 隆 

1) 重松 隆: 慢性腎臓病に伴う骨代謝異常に対す

る薬物療法の成果と変遷. 第 14回日本腎臓病薬

物療法学会学術集会・総会,オンライン開催,12, 

4-20, 2020. 

 

山田俊幸 

1) 氏野 智也, 小島 梨沙, 山田 俊幸, 田中 将史,

中山 尋量: 血清アミロイド A のカルバモイル化

がその構造特性・アミロイド線維形成に及ぼす影

響の解明. 日本薬学会第 140 年会, オンライン開

催, 3,27, 2020. 

2) 山田 俊幸: 免疫グロブリン、Ｍ蛋白の検査と臨

床. 蛋白分画, Ｍ蛋白検査のトレンド．第 60 回日

本臨床化学会年次学術集会, オンライン開催, 

10,31, 2020. 

3) Kawaguchi K, Okuda Y, Yamada T. Analysis of AA 

protein species in serial biopsy samples from AA 

amyloidosis patients by MALDI-TOF MS. XVIIth 

International Symposium on Amyloidosis. Online, 

9,18, 2020. 

4) 川口 公平, 山田 俊幸. MALDI-TOF MSによる

AA アミロイドーシス患者組織生検サンプルの経

時的な分析. 第 60 回日本臨床化学会年次学術集

会, オンライン開催, 10,30-31, 2020. 

 

奥田恭章 

1) Kawaguchi K, Okuda Y, Yamada T. Analysis of AA 

protein species in serial biopsy samples from AA 

amyloidosis patients by MALDI-TOF MS.  

XVII International Symposium on Amyloidosis 

(virtual format) September 14th - 18th, 2020. 

 

小野賢二郎 

1) Kimura A, Yasumoto T, Mori Y, Oguchi T, Umino 

M, Umino A, Nakamura S, Inoue T, Yamada M, 

Teplow DB, Kiuchi Y, Tsuji M, Ono K: Myricetin 

prevents Aβ oligomers-induced neurotoxicity via cell 

membrane damage. 15th International Conference on 

Alzheimer’s and Parkinson’s Diseases, Virtual(Wien), 

4,2-5, 2020. 

2) Kimura A, Yasumoto T, Mori Y, Oguchi T, Umino 

M, Umino A, Nakamura S, Inoue T, Yamada M, 

Teplow DB, Kiuchi Y, Tsuji M, Ono K: Vitamin B12 

may prevent Aβ oligomer-induced neurotoxicity in 

Alzheimer's Disease. Alzheimer’s Association 

International Conference 2020, Virtual (Amsterdam), 

7,27-31, 2020. 

3) Yasumoto T, Takamura Y, Tsuji M, Nakayama T, 

Imamura K, Inoue H, Nakamura S, Inoue T, Kimura A, 

Yano S, Nishijo H, Kiuchi Y, Teplow DB, Ono K: 

High molecular weight amyloid β1-42 oligomers 

induce neurotoxicity via plasma membrane damage. 

Alzheimer's Association International Conference 
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2020, Virtual (Amsterdam), 7,27-31, 2020. 

4) 小野 賢二郎: 認知症治療の知 アルツハイマー

病の疾患修飾療法の展望. 第 40回日本脳神経外科

コングレス総会, Hybrid(金沢), 8,9-12, 2020. 

5) 小野 賢二郎: アルツハイマー病の疾患修飾療

法の展望. 第 50 回日本神経精神薬理学会年会, 第

42 回日本生物学的精神医学会年会, 第 4 回日本精

神薬学会総会・学術集会（NPBPPP 合同年会）, 

Virtual(仙台), 8,21-23, 2020. 

6) 小野 賢二郎: HMW Aβ oligomers are important 

targets for disease modifying approach of Alzheimer's 

disease, 第 61 回日本神経学会学術大会, Hybrid (岡

山), 8,31-9,2, 2020. 

7) 小野 賢二郎: 超高齢発症の認知症疾患. 第 61

回日本神経学会学術大会, Hybrid (岡山), 8,31-9,2, 

2020. 

8) 黒田 岳志, 二村 明徳, 森 友紀子, 杉本 あず

さ, 矢野 怜, 稗田 宗太郎, 春日 健作, 池内 健, 

小野 賢二郎: アルツハイマー病と正常圧水頭症

の鑑別: 脳脊髄液 Aβ1-42/1-40, Aβ1-42/1-38 比の

有用性. 第 61 回日本神経学会学術大会, Hybrid(岡

山), 8,31-9,2, 2020. 

9) Yasumoto T, Takamura, Tsuji M, 

Watanabe-Nakayama T, Imamura K, Inoue H, 

Nakamura S, Inoue T, Kimura A, Yano S, Nishijo H, 

Kiuchi Y, Teplow DB, Ono K: High molecular weight 

Amyloid β oligomer induces disruption and structural 

change of cell membrane. 第 61回日本神経学会学術

大会, Hybrid(岡山), 8,31-9,2, 2020. 

10) 小野 賢二郎: アルツハイマー病の疾患修飾療

法のターゲットとしてのプロトフィブリル. 第 63

回日本神経化学会大会, Virtual(東京), 9,10-12, 

2020. 

11) 小野 賢二郎: AD 病態に即した疾患修飾への

アプローチ. 第 63 回日本神経化学会大会, 

Virtual(東京), 9,10-12, 2020. 

12) 小野 賢二郎: Aβ を中心とするアプローチ. 第

38 回日本神経治療学会学術集会, Hybrid(東京), 

10,28-30, 2020. 

13) 小野 賢二郎: Aβ オリゴマーに焦点を当てた

アルツハイマー病の疾患修飾へのアプローチ. 第

39 回日本認知症学会学術集会, Hybrid(名古屋), 

11,26-28, 2020. 

14) 黒田 岳志, 森 友紀子, 二村 明徳, 杉本 あず

さ, 笠井 英世, 矢野 怜, 稗田 宗太郎, 春日 健作, 

池内 健, 小野 賢二郎: アルツハイマー病と正常

圧水頭症の鑑別における脳脊髄液バイオマーカー

の有用性. 第 39 回日本認知症学会学術集会, 

Hybrid(名古屋), 11,26-28, 2020. 

15) 木村 篤史, 安本 太郎, 森友 紀子, 小口 達敬, 

海野 真一, 海野 麻未, 中村 史朗, 井上 富雄, 辻 

まゆみ, 木内 祐二, 小野 賢二郎: ビタミン B12

はアミロイド β オリゴマーによる神経毒性を抗酸

化作用により抑制する. 第 39回日本認知症学会学

術集会, Hybrid(名古屋), 11,26-28, 2020. 

16) 安本 太郎, 高村 雄策, 辻 まゆみ, 中山 隆宏, 

今村 恵子, 井上 治久, 中村 史朗, 井上 富雄, 木

村 篤史, 矢野 怜, 西条 寿夫, 木内 祐二, デービ

ッド・テプロフ, 小野 賢二郎: 高分子 Aβ オリゴ

マーは細胞膜完全性を崩壊し細胞毒性を発揮する. 

第 39 回日本認知症学会学術集会, Hybrid(名古屋), 

11,26-28, 2020. 

17) 小野 賢二郎: アルツハイマー型認知症におけ

るアミロイド仮説を再考する. 第 35回日本老年精

神医学会, Virtual(米子), 12,20-22, 2020. 

 

北岡裕章 

1) 北岡 裕章. 心アミロイドーシス診療の最前線. 

第24回日本心不全学会, オンライン開催, 10,15-18, 

2020. 

 

田原宣広 

1) 田原 宣広: ATTRアミロイドーシスを見逃す

な！循環器内科による早期診断の重要性. 第 129

回日本循環器学会九州地方会: イブニングセミナ

ー, 福岡オンライン開催, 2020. 

2) 田原 宣広: 門脈肺高血圧症の診断と治療. 

Japan Digestive Disease Week 2020 KOBE: ブレ

ックファーストセミナー11 門脈圧亢進症に伴う

肺動脈性肺高血圧症 (PoPH)を見逃さないために, 

神戸オンライン開催, 2020. 

3) 田原 宣広: 門脈圧亢進症に伴う肺動脈性肺高

血圧症の早期診断と治療. 第 27回日本門脈圧亢進

症学会総会: セミナー 門脈圧亢進症に伴う肺動

脈性肺高血圧症 (PoPH)の早期診断と連携の重要

性, 福岡オンライン開催, 2020. 
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4) 田原 宣広, 杦山 陽一, 戸次 宗久, 田原 敦子, 

緒方 詔子, 本多 亮博, 井形 幸代, 福本義弘: 肺

高血圧症診療の進歩 ～生命予後の改善とチーム

医療の取り組み～. 第 24回日本心不全学会学術集

会: ランチョンセミナー, 東京オンライン開催, 

2020. 

5) Tahara N: Advances in PET-CT Fusion imaging. 

APSC-JCS 2020 Webinar 6: Present Advancement of 

Imaging, Kyoto オンライン開催, 2020. 

6) 田原 宣広, 杦山 陽一, 中村 知久, 田原 敦子, 

戸次 宗久, 緒方 詔子, 本多 亮博, 井形 幸代, 福

本 義弘: 肺高血圧症薬物治療 最近の進歩. 第 84

回日本循環器学会学術集会: 最新治療を学ぶ 8 肺

高血圧症、静脈血栓症診療最新の動向, 京都オン

ライン開催, 2020. 

7) Bekki M, Tahara N, Sugiyama Y, Syouko O, Honda 

A, Igata S, Tahara A, Noguchi T, Fukumoto Y: 

Implication of T1WI Signal and FDG Activity within 

Coronary Plaques Evaluated by Pathological Approach 

and Intracoronary Imaging. 第84回日本循環器学会

学術集会, 京都オンライン開催, 2020. 

8) 阿座 上諒, 杦山 陽一, 戸次 宗久、野原正一郎、

知花 英俊, 本多 亮博, 平方 佐季, 大塚 昌紀, 田

原 宣広, 福本 義弘: 腎予備能が低い強皮症に伴

う肺動脈性肺高血圧症の一例. 第5回日本肺高血

圧・肺循環学会, 東京オンライン開催, 2020. 

9) 遠藤 康太, 杦山 陽一, 戸次 宗久, 野原 正一

郎, 知花 英俊, 本多 亮博, 平方 佐季, 大塚 昌紀, 

田原 宣広, 福本 義弘: トレプロスチニル持続皮

下注からエポプロステノール持続静注への切り替

え症例. 第5回日本肺高血圧・肺循環学会, 東京オ

ンライン開催, 2020. 

10) 本多 亮博, 田原 宣広, 田原 敦子, 戸次 宗久，

緒方 詔子, 杦山 陽一, 長嶺 弘枝, 庄嶋 賢弘, 黒

松 亮子, 福本 義弘: 中年期にみつかった巨大右

房憩室に手術を行い、右室機能が改善した一例．

日本超音波医学会第30回九州地方会, 久留米オン

ライン開催, 2020. 

11) 本多 亮博, 田原 宣広, 田原 敦子, 戸次 宗久, 

緒方 詔子, 杦山 陽一, 井形 幸代, 新田 良和, 黒

松 亮子, 福本 義弘: 未治療の高血圧患者におけ

る非侵襲的血管機能検査の評価指標に関連する因

子の検討．日本超音波医学会第93回学術集会, 仙

台オンライン開催, 2020. 

12) 緒方 詔子, 田原 宣広, 田原 敦子, 本多 亮博, 

戸次 宗久, 杦山 陽一, 廣岡 良隆, 植田 光晴, 山

下 太郎, 福本 義弘. 手根管症候群を契機にトラ

ンスサイレチン型心アミロイドーシスの診断に至

った症例. 第 129 回日本循環器学会九州地方会, 

福岡オンライン開催, 2020. 

 

遠藤 仁 

1) 遠藤 仁: プロレニン受容体による加齢性骨格

筋萎縮の新規分子機構. 日本抗加齢医学会総会, 

オンライン開催, 9,27, 2020. 

2) 遠藤 仁: 心アミロイドーシスの最新の診療～

JCS ガイドライン発出を受けて～ 心アミロイド

ーシス診療アルゴリズム. 第 24回日本心不全学会,

オンライン開催, 10,17, 2020. 

3) 遠藤 仁: マルチモダリティを用いた心筋症診

断法 クロレベル編 筋症と心エコー, 第 24 回日本

心不全学会. オンライン開催, 10,17, 2020. 

4) 遠藤 仁: 二次性心筋症の診断と治療 -Update- 

心アミロイドーシスの最新の診療. 第 24回日本心

不全学会, オンライン開催, 10,17, 2020. 

5) Endo J: Inter-organ communication in skeletal 

muscle physiology and disease: Elucidation of novel 

molecular mechanism of sarcopenia via (pro)renin 

receptor-Wnt/YAP signaling pathway. 日本分子生物

学会, オンライン開催, 12,3, 2020. 

6) 遠藤 仁: 組織リモデリングをコントロールす

る新たなω3 脂肪酸代謝物第 21 回動脈硬化フォー

ラム, オンライン開催, 2,14, 2021. 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1. 特許取得 

安東由喜雄 

発明の名称：トランスサイレチン四量体安定化剤、

及び、予防剤又は進行抑制剤 

出願番号：2020-169842 

出願年月日：令和 2 年 10 月 12 日 

権利者（発明者）：安東 由喜雄 

発明の名称：トランスサイレチン四量体安定化剤

及び、予防剤又は進行抑制剤 

出願番号：2020-16983 

出願年月日：令和 2 年 10 月 12 日 
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権利者（発明者）：安東 由喜雄 

 

2. 実用新案登録 

 なし。 

 

3. その他 

 なし。 
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書籍 

著者氏名 
論文タイ
トル名 

書籍全体の

編集者名 
書籍名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

安東 由喜雄 神経系ア
ミロイド
ーシスの
変遷 

植田 光晴 21 世紀の疾患：神経関連
アミロイドーシス 

医歯薬
出版株
式会社 

東京 2020 16-19 

安東 由喜雄  アミロイ
ドーシス 

岡庭 豊 イヤーノート 2020 

内科・外科編 

メディ
ックメ
ディア 

東京 2020 157-159 

山田 正仁 アルツハ
イマー病  

福井 次
矢, 高木 

誠, 小室
一成 

今日の治療指針 2020 年
版 

医学書
院 

東京 2020 967-968 

山田 正仁 脳アミロ
イドアン
ギオパチ
ー（脳ア
ミロイド
血管症） 

矢﨑 義雄 新臨床内科学 第 10 版 医学書
院 

東京 2020 1280-1282 

関島 良樹 アミロイ
ドーシス
と感染・
伝播 

鈴木 則宏 Annual Review 神経 2020 中外医
学社 

東京 2020 142-148 

北岡 裕章, 泉 

知里, 泉家 康
宏，猪又 孝元，
植田 光晴, 久
保亨, 小山 潤, 

佐野 元昭, 関
島 良樹, 田原 

宣広, 塚田 信
弘，辻田 賢一, 

筒井裕之, 富田 

威 

  2020 年版心アミロイドー
シス診療ガイドライン 

  2020 1-78 

 

関島 良樹 アミロイ

ドニュー

ロパチー 

永井 良三 今日の診断指針 医学書
院 

東京 2020 628-629 

関島 良樹 アミロイ
ドニュー
ロパチー 

福井 次
矢, 高木
誠, 小室
一成 

今日の治療指針 2021  医学書
院 

東京 2021 

 

1014-1015 

飯田 真介 IV. 3. 多
発性骨髄
腫に対す
る治療ア
ルゴリズ
ム 

日本骨髄
腫学会 

多発性骨髄腫の診療指針
第 5 版 

文光堂 東京 2020 37-42 

小池 春樹 多発ニュ
ーロパチ
ー 

福井 次
矢, 高木
誠, 小室
一成 

今日の治療指針 2021 年
版 

 

 

医学書
院 

東京 2021 990-991 
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小池 春樹 自己免疫
性自律神
経障害 

園生 雅
弘, 北川
一夫, 青
木 正志 

脳神経疾患最新の治療 
2021-2023 

南江堂 東京 2021 254-255 

勝野 敬之,西 

慎一, 林 宏樹,  

水野 真一 

腎アミロ
イドーシ
スガイド
ライン 

2020 

 厚生労働科学研究費補助
金 難治性疾患政策研究
事業アミロイドーシスに
関する調査研班
http://amyloidosis-research- 

committee.jp/wp-content/ 

uploads/2020/07/guideline 

2020.pdf 

  2020  

山田 俊幸 アミロイ
ドーシス 

永井 良三 今日の診断指針第 8 版 医学書
院 

東京 2020 1212-1214 

山田 俊幸 血清アミ
ロイド A

（SAA） 

大西 宏明 臨床検査ガイド 2020 年
改訂版 

文光堂 東京 2020 607-608 

小野 賢二郎 軽度認知
障害
(MCI)・認
知症 

永井 良三 今日の診断指針 第 8 版 医学書
院 

東京 2020 150-152 

小野 賢二郎 血管性認
知症 

福井 次
矢, 高木
誠, 小室
一成 

今日の治療指針 2021年
版: 私はこう治療してい
る 

医学書
院 

東京 2021 952-954 

小野 賢二郎 Alzheimer

病 

園生 雅
弘, 北川
一夫, 青
木 正志 

脳神経疾患最新の治療
2021-2023 

南江堂 東京 2021 169-170 

小野 賢二郎 アルツハ
イマー病
とアミロ
イド β の
現在 

鈴木 則
宏, 荒木
信夫, 宇
川 義一, 

桑原 聡, 

塩川 芳昭 

Annual Review 神経 2021 中外医
学社 

東京 2021 印刷中 

北岡 裕章, 泉 

知里, 泉家 康
宏, 猪又 孝元, 

植田 光晴, 久
保亨, 小山 潤, 

佐野 元昭, 関
島 良樹, 田原 

宣広, 塚田 信
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令和３年 ４月 ８日 

 
 
国立保健医療科学院長 殿 

 
                              機関名 横浜市立大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名  相原 道子     
 

   次の職員の令和２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  難治性疾患政策研究事業                             

２．研究課題名  アミロイドーシスに関する調査研究                        

３．研究者名  （所属部局・職名）  大学院医学研究科・客員教授                                

    （氏名・フリガナ）  大橋健一・オオハシケンイチ                                

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □ 
 

□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 




